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地
域
経
済
の
展
開
と
製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
飯
盛
信
男
わ
が
国
の
地
域
開
発
は
製
造
業
の
地
方
分
散
す
な
わ
ち
工
場
誘
致
・
外
来
型
開
発
と
い
う
形
を
と
っ
て
き
た
。
佐
賀
県
は
も
と
も
と
農
業
県
で
あ
り
製
造
業
の
ウ
ェ
イ
ト
は
低
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
企
業
誘
致
に
よ
る
機
械
工
業
の
展
開
が
す
す
み
、
全
国
的
に
は
海
外
移
転
が
す
す
ん
だ
九
〇
年
代
以
降
も
製
造
装
置
・
部
品
製
造
な
ど
に
よ
っ
て
機
械
工
業
は
微
増
を
た
ど
っ
て
き
た
。
小
論
の
第
一
節
で
は
、
地
場
消
費
財
産
業
中
心
か
ら
企
業
誘
致
に
よ
る
機
械
産
業
の
展
開
と
い
う
佐
賀
県
製
造
業
の
変
化
を
と
ら
え
、
第
二
節
で
は
製
造
業
主
要
業
種
の
推
移
を
概
括
し
、
第
三
節
で
は
県
内
五
圏
域
ご
と
に
検
討
を
加
え
る
。
そ
し
て
第
四
節
で
は
雇
用
吸
収
の
面
で
地
域
経
済
を
支
え
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
佐
賀
県
で
の
展
開
を
分
析
す
る
。
も
く
じ
第
一
節
佐
賀
県
製
造
業
の
特
徴
と
変
化
?１
?
佐
賀
県
の
産
業
構
造
特
性
?２
?
製
造
業
の
構
造
変
化
?３
?
生
産
額
で
の
比
較
と
金
融
危
機
後
の
変
化
第
二
節
製
造
業
主
要
業
種
の
推
移
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?１
?
軽
工
業
分
野
?２
?
素
材
型
工
業
?３
?
機
械
工
業
第
三
節
圏
域
別
の
検
討
?１
?
圏
域
別
の
特
徴
?２
?
圏
域
別
に
み
た
推
移
第
四
節
佐
賀
県
サ
ー
ビ
ス
業
の
展
開
?１
?
佐
賀
県
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
特
徴
?２
?
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
?３
?
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
?４
?
公
共
サ
ー
ビ
ス
第
一
節
佐
賀
県
製
造
業
の
特
徴
と
変
化
?１
?
佐
賀
県
の
産
業
構
造
特
性
二
〇
〇
五
年
「
産
業
連
関
表
」
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
の
国
内
生
産
額
は
九
七
二
・
〇
兆
円
、
佐
賀
県
の
県
内
生
産
額
は
五
兆
一
七
六
〇
億
円
で
あ
り
、
そ
の
対
全
国
比
は
〇
・
五
三
％
で
あ
る
。
産
業
別
の
生
産
額
構
成
比
を
み
る
と
、
製
造
業
は
全
国
三
一
・
四
％
に
対
し
佐
賀
県
三
〇
・
四
％
で
あ
り
、
そ
の
差
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
佐
賀
県
で
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
の
は
農
林
水
産
と
電
力
で
あ
り
、
電
力
産
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
の
は
原
発
の
立
地
に
よ
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
公
務
、
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
は
人
口
に
比
例
し
て
立
地
す
る
地
方
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型
業
種
で
あ
り
、
公
共
事
業
へ
の
依
存
度
が
高
い
建
設
業
も
地
方
型
業
種
で
あ
っ
て
、
佐
賀
県
は
こ
れ
ら
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
商
業
金
融
保
険
不
動
産
、
運
輸
情
報
通
信
、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
は
一
定
の
大
都
市
集
中
が
み
ら
れ
る
業
種
で
あ
り
、
地
方
圏
で
の
そ
れ
ら
の
ウ
ェ
イ
ト
は
低
く
な
る
?
表
１
?。
生
産
額
構
成
か
ら
み
た
佐
賀
県
の
産
業
構
造
特
性
は
就
業
人
口
構
成
か
ら
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
〇
五
年
「
国
勢
調
査
」
で
み
た
製
造
業
就
業
者
比
率
は
全
国
一
七
・
三
％
に
対
し
佐
賀
県
は
一
五
・
一
％
で
あ
る
が
、
九
州
各
県
は
大
分
一
三
・
三
％
、
熊
本
一
二
・
九
％
、
宮
崎
一
二
・
五
％
、
福
岡
一
二
・
一
％
、
鹿
児
島
一
一
・
二
％
、
長
崎
一
〇
・
七
％
と
佐
賀
県
を
下
回
る
。
製
造
業
の
展
開
は
列
島
中
央
部
に
集
中
し
て
お
り
、
西
端
に
位
置
す
る
九
州
七
県
の
製
造
業
比
率
は
い
ず
れ
も
低
い
。
製
造
業
の
う
ち
、
食
料
品
・
た
ば
こ
、
繊
維
・
衣
服
、
木
製
品
・
家
具
・
紙
パ
ル
プ
、
出
版
印
刷
は
「
軽
工
業
」、
化
学
・
石
油
製
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム
製
品
、
皮
革
・
土
石
製
品
、
鉄
・
非
鉄
、
金
属
製
品
は
「
素
材
型
工
業
」、
一
般
機
械
、
電
気
機
械
、
輸
送
機
械
、
精
密
機
器
そ
の
他
は
「
機
械
工
業
」
に
分
類
さ
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
「
事
業
所
統
計
」
に
よ
っ
て
製
造
業
従
業
者
の
業
種
別
構
成
比
を
全
国
と
佐
賀
県
で
比
較
し
て
み
よ
う
?
表
２
?。
全
国
の
製
造
業
従
業
者
構
成
は
軽
工
業
三
一
・
一
％
、
素
材
型
工
業
二
六
・
八
％
、
機
械
工
業
四
二
・
一
％
に
対
し
、
佐
賀
県
は
順
に
四
二
・
二
％
、
二
五
・
四
％
、
三
二
・
四
％
で
あ
り
、
軽
工
業
の
ウ
ェ
イ
ト
の
高
さ
と
機
械
工
業
の
ウ
ェ
イ
ト
の
低
さ
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
?表１>産業別の生産額
農林水産業
鉱業
製造業
建設
電力ガス水道廃棄物処理
商業金融保険不動産
運輸情報通信
公務
公共サービス
対事業所サービス
対個人サービス
事務用品分類不明
産業計 9,720(100.0) 5,176(100.0)
55( 0.6) 29( 0.6)
520( 5.3) 296( 5.7)
637( 6.6) 201( 3.9)
915( 9.4) 668(12.9)
385( 4.0) 231( 4.5)
967( 9.9) 432( 8.3)
2,141(22.0) 882(17.0)
270( 2.8) 317( 6.1)
632( 6.5) 353( 6.8)
3,055(31.4) 1,576(30.4)
10( 0.1) 8( 0.2)
132( 1.4) 182( 3.5)
全国(1,000億円) 佐賀県(10億円)
2005年「産業連関表」による。
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は
地
方
圏
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
機
械
工
業
の
う
ち
電
気
機
械
に
つ
い
て
は
全
国
一
五
・
三
％
に
対
し
本
県
も
一
四
・
六
％
に
た
っ
し
て
い
る
。
本
県
で
の
軽
工
業
の
ウ
ェ
イ
ト
の
高
さ
は
食
料
品
と
家
具
の
ウ
ェ
イ
ト
の
高
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
素
材
型
工
業
の
な
か
で
は
陶
器
の
産
地
を
有
す
る
こ
と
か
ら
土
石
製
品
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
。
九
州
各
県
の
製
造
業
従
業
者
に
占
め
る
機
械
工
業
の
ウ
ェ
イ
ト
（
二
〇
〇
六
年
）
は
、
大
分
県
が
四
五
％
で
全
国
を
上
回
り
、
熊
本
四
〇
％
、
長
崎
三
九
％
も
全
国
に
近
い
。
鹿
児
島
は
電
気
機
械
の
ウ
ェ
イ
ト
が
三
割
近
く
に
た
っ
し
、
大
分
、
熊
本
も
二
割
を
こ
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
長
崎
は
輸
送
機
械
（
造
船
）
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、
そ
れ
に
関
連
す
る
一
般
機
械
（
ボ
イ
ラ
ー
他
）
の
ウ
ェ
イ
ト
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
製
造
業
従
業
者
数
は
全
国
、
佐
賀
県
と
も
に
、
バ
ブ
ル
経
済
期
を
含
む
一
九
八
〇
年
代
の
増
加
を
へ
て
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
海
外
移
転
・
輸
入
増
?表２>製造業従業者数・業種別構成比の推移
全 国 佐 賀 県
1969年 81年 91年 2001年 06年 69年 81年 91年 01年 06年
26.6
5.9
6.6
3.1
42.2
3.1
5.6
9.2
1.9
5.6
25.4
8.7
14.6
6.4
2.6
32.4
100.0
24.4
7.8
7.2
3.4
42.8
3.0
6.1
11.4
1.8
5.4
27.7
7.3
15.0
4.3
2.9
29.5
100.0
19.5
13.0
9.1
2.9
44.5
3.4
5.4
15.4
1.4
5.4
31.1
6.1
13.3
2.7
2.3
24.4
100.0
20.2
12.0
11.0
2.8
46.0
3.0
5.6
20.0
2.4
4.7
35.7
5.4
7.9
3.3
1.7
18.3
100.0
24.3
6.6
14.6
2.6
48.1
4.1
3.5
23.1
1.5
5.1
37.3
4.4
5.8
2.3
2.1
14.6
100.0
13.7
5.2
5.9
6.3
31.1
5.1
5.9
3.8
4.0
7.9
26.8
11.3
15.3
10.6
4.9
42.1
100.0
13.4
6.6
6.2
6.3
32.5
4.8
5.7
4.3
4.0
7.7
26.5
10.5
16.4
9.2
4.9
41.0
100.0
10.6
10.3
6.9
5.8
33.6
4.4
5.1
4.8
4.3
7.8
26.4
10.0
16.5
8.5
5.0
40.0
100.0
10.3
12.5
8.5
5.3
36.6
4.5
4.5
5.6
5.2
8.3
28.1
9.0
12.5
8.0
5.8
35.3
100.0
9.9
15.0
10.1
4.3
39.3
5.2
3.6
5.9
5.8
7.8
28.3
9.0
10.6
7.4
5.4
32.4
100.0
食料品・たばこ
繊維・衣服
木製品家具・紙パルプ
出版印刷
軽工業小計
化学・石油製品
プラスチック・ゴム製品
皮革・土石製品
鉄・非鉄金属
金属製品
素材型工業小計
一般機械
電気機械
輸送機械
精密機械他
機器工業小計
製造業計、従業者数
「事業所統計」より作成。
全国(千人）、佐賀県(人) 12,630 12,896 14,093 11,136 10,087 62,185 71,631 81,285 68,419 65,299
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加
に
よ
っ
て
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
業
種
別
に
み
る
と
、
軽
工
業
分
野
で
は
輸
入
が
増
加
し
た
繊
維
衣
服
、
木
製
品
で
、
九
〇
年
代
以
降
、
全
国
、
佐
賀
県
と
も
に
急
減
し
た
。
素
材
型
工
業
で
は
、
全
国
的
に
九
〇
年
代
以
降
全
業
種
に
わ
た
っ
て
減
少
し
た
が
、
佐
賀
県
で
は
と
り
わ
け
陶
器
を
含
む
土
石
製
品
の
減
少
が
著
し
い
。
機
械
工
業
は
全
国
で
は
輸
出
急
増
に
よ
る
八
〇
年
代
の
か
な
り
の
増
加
を
経
て
、
九
〇
年
代
以
降
は
円
急
騰
・
海
外
移
転
に
よ
り
大
き
な
減
少
と
な
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
一
｜
〇
六
年
に
は
輸
出
主
導
の
景
気
回
復
で
輸
送
機
械
は
微
増
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
佐
賀
県
で
は
、
九
〇
年
代
以
降
も
電
気
機
械
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
、
一
般
機
械
と
輸
送
機
械
は
む
し
ろ
か
な
り
の
増
加
と
な
っ
た
。
?２
?
製
造
業
の
構
造
変
化
佐
賀
県
は
一
九
六
五
年
で
も
一
次
産
業
就
業
者
が
三
九
％
を
占
め
て
お
り
（
国
勢
調
査
）、
工
業
化
の
進
展
は
こ
れ
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
佐
賀
県
の
製
造
業
は
地
場
中
小
企
業
主
体
の
消
費
財
産
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、
重
化
学
工
業
分
野
で
は
重
電
、
医
薬
品
、
ゴ
ム
、
造
船
、
鉄
工
所
な
ど
で
地
場
有
力
企
業
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
一
九
六
九
年
「
事
業
所
統
計
」
に
よ
れ
ば
、
佐
賀
県
の
製
造
業
従
業
者
六
・
二
万
人
の
構
成
は
軽
工
業
四
八
・
一
％
、
素
材
型
工
業
三
七
・
三
％
、
機
械
工
業
一
四
・
六
％
で
あ
り
、
全
国
と
比
し
て
軽
工
業
、
素
材
型
工
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
か
な
り
高
く
、
機
械
工
業
は
全
国
の
三
二
・
四
％
と
比
し
て
著
し
く
低
か
っ
た
?
表
２
?。
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
本
県
の
工
業
化
は
誘
致
企
業
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
衣
服
産
業
で
は
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
を
と
お
し
て
工
場
立
地
が
す
す
み
、
繊
維
・
衣
服
産
業
の
ウ
ェ
イ
ト
は
一
九
六
九
年
六
・
六
％
か
ら
八
一
年
一
二
・
〇
％
へ
上
昇
し
、
九
一
年
に
一
三
・
〇
％
に
た
っ
し
た
の
ち
全
国
と
同
様
に
急
速
な
減
少
へ
転
ず
る
。
八
〇
年
代
以
降
は
電
子
部
品
製
造
工
場
、
自
動
車
部
品
製
造
工
場
の
立
地
が
み
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
県
の
機
器
製
造
業
の
ウ
ェ
イ
ト
は
一
九
八
一
年
一
八
・
三
％
か
ら
九
一
年
二
四
・
四
％
、
二
〇
〇
六
年
三
二
・
四
％
へ
と
高
ま
っ
た
。
九
〇
年
代
以
降
の
完
成
製
品
は
海
外
生
産
、
部
品
・
材
料
・
製
造
装
置
は
国
内
生
産
と
い
う
国
際
分
業
化
進
展
を
背
景
に
、
機
械
工
業
の
下
請
部
品
工
場
の
県
内
立
地
が
す
す
地域経済の展開と製造業・サービス業
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み
機
械
工
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
?
表
２
?。
一
九
八
〇
年
代
に
は
電
子
工
業
と
自
動
車
工
業
の
関
東
内
陸
、
南
東
北
、
東
海
で
の
大
き
な
展
開
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
九
〇
年
代
以
降
は
こ
れ
ら
産
業
の
ア
ジ
ア
移
転
が
進
み
、
ア
ジ
ア
に
近
い
九
州
地
方
で
こ
れ
ら
産
業
の
部
品
、
材
料
、
製
造
装
置
を
生
産
す
る
工
場
の
立
地
が
す
す
ん
だ
。
電
気
機
械
従
業
者
は
全
国
で
九
一
年
二
三
二
・
五
万
人
か
ら
二
〇
〇
六
年
一
五
四
・
七
万
人
へ
三
分
の
二
へ
減
少
し
た
が
、
九
州
で
は
一
四
・
〇
万
人
か
ら
一
一
・
八
万
人
へ
一
五
％
減
に
と
ど
ま
っ
た
。
輸
送
機
械
は
全
国
で
九
一
年
一
一
九
・
二
万
人
か
ら
〇
六
年
一
〇
七
・
四
万
人
へ
減
少
し
た
が
、
九
州
で
は
四
・
八
万
人
か
ら
五
・
四
万
人
へ
増
加
し
た
。
一
般
機
械
は
全
国
で
九
一
年
一
四
〇
・
七
万
人
か
ら
二
〇
〇
六
年
一
一
三
・
九
万
人
へ
二
割
近
く
減
少
し
た
が
、
九
州
で
は
五
・
三
万
人
か
ら
五
・
八
万
人
へ
増
加
し
た
。
現
在
わ
が
国
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
を
な
す
電
気
機
械
、
輸
送
機
械
、
一
般
機
械
三
部
門
の
従
業
者
数
は
全
国
で
は
九
一
年
四
九
二
・
四
万
人
か
ら
二
〇
〇
六
年
三
七
六
・
〇
万
人
へ
ほ
ぼ
四
分
の
三
へ
減
少
す
る
な
か
で
、
佐
賀
県
で
は
一
・
八
万
人
か
ら
一
・
九
万
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
（
事
業
所
統
計
）。
?３
?
生
産
額
で
の
比
較
と
金
融
危
機
後
の
変
化
製
造
業
の
生
産
額
を
二
〇
〇
五
年
「
産
業
連
関
表
」
で
み
る
と
、
全
国
三
〇
五
・
五
四
兆
円
に
対
し
佐
賀
県
一
兆
五
七
六
二
兆
円
で
対
全
国
比
〇
・
五
二
％
で
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
全
国
は
軽
工
業
一
七
・
四
％
、
素
材
型
工
業
三
一
・
六
％
、
機
器
工
業
五
一
・
〇
％
に
対
し
、
佐
賀
県
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
・
五
％
、
二
〇
・
九
％
、
四
八
・
六
％
で
あ
る
?
表
３
?。
本
県
は
軽
工
業
の
な
か
で
も
食
料
品
、
紙
・
木
製
品
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
家
具
他
）
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
。
ま
た
素
材
型
工
業
の
な
か
で
は
陶
器
を
含
む
窯
業
土
石
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
。
金
属
製
品
の
ウ
ェ
イ
ト
も
い
く
ぶ
ん
高
い
が
、
こ
れ
は
建
設
用
金
属
製
品
（
鉄
骨
他
）
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
、
機
械
工
業
分
野
に
つ
い
て
た
ち
い
っ
て
み
る
と
、
佐
賀
県
で
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
の
は
、
特
殊
産
業
機
械
（
半
導
体
製
造
装
置
、
建
設
用
機
器
他
）、
重
電
、
そ
の
他
電
気
機
器
（
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ
他
）、
造
船
に
と
ど
ま
る
?
表
４
?。
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?表３>製造業の生産額
2005年「産業連関表」による。
佐賀県（億円)全国（100億円)
3,476(22.1)3,589(11.7)
315( 2.0)437( 1.4)
1,019( 6.5)1,283( 4.2)
4,810(30.5)5,309(17.4)
1,105( 7.0)2,749( 9.0)
33( 0.2)1,692( 5.5)
515( 3.3)716( 2.3)
188( 1.2)2,531( 8.3)
325( 2.1)733( 2.4)
1,131( 7.2)1,248( 4.1)
1,837(11.7)2,559( 8.4)
7,655(48.6)15,576(51.0)
15,762(100.0)30,554(100.0)製造業計
(機械器具工業小計)
その他製造
金属製品
非鉄金属
鉄鋼
窯業・土石製品
石油・石炭製品
化学製品
(軽工業小計)
パルプ紙・木製品
繊維製品
食料品
(素材型工業小計)
一般機械
電気機械
輸送機械
精密機械 372( 1.2) 8( 0.1)
5,302(17.4) 1,532( 9.7)
4,305(14.1) 2,639(16.7)
3,038( 9.9) 1,639(10.4)
9,669(31.6) 3,297(20.9)
0.23524
0.271,097
01,872
0.302,865
2.61244船舶
自動車部品
自動車
その他の電子部品
半導体素子・集積回路
一般産業機械
特殊産業機械
その他の一般機械
事務用・サービス用機器
産業用電気機器
電子応用装置・計測器
その他の電気機器
民生用電気機器
通信機器
電算器・同付属装置
その他輸送機械
精密機械
その他の製造工業 2,559 0.72
372 0.02
321 0.12
368 0.26
733 0.19
265 0.07
367 4.06
265 0.01
686 0.70
400 0.38
388 0.14
1,297 0.88
953 0.31
全国(100億円) 県／全国(％)
2005年「産業連関表」による。
?表４>機器製造業の生産額
佐賀県(億円)
295
1,140
54
150
477
2
1,490
19
142
95
38
8
1,837
637
855
0
294
119
地域経済の展開と製造業・サービス業
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わ
が
国
の
製
造
業
は
二
〇
〇
二
年
以
降
、
輸
出
の
急
増
に
支
え
ら
れ
て
拡
大
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
る
が
、
〇
八
年
秋
の
金
融
危
機
・
世
界
同
時
不
況
は
輸
出
の
急
激
な
減
少
、
製
造
業
の
急
激
な
生
産
縮
小
を
も
た
ら
し
た
。
小
論
で
は
「
事
業
所
統
計
」
を
も
と
に
二
〇
〇
六
年
ま
で
を
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
「
工
業
統
計
」
に
よ
っ
て
従
業
者
数
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
工
業
統
計
」
は
従
業
者
四
人
以
上
の
工
場
を
調
査
対
象
と
し
て
お
り
、
製
造
・
加
工
等
を
行
わ
な
い
本
社
・
本
店
を
除
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
従
業
者
数
は
「
事
業
所
統
計
」
に
よ
る
も
の
よ
り
も
少
な
め
と
な
る
。「
工
業
統
計
」で
み
た
従
業
者
数
は
、
全
国
で
は
電
気
機
械
と
輸
送
機
械
は
〇
七
年
ま
で
、
一
般
機
械
は
〇
八
年
ま
で
増
加
を
続
け
、
そ
の
後
は
大
き
く
減
少
し
た
。
ま
た
佐
賀
県
で
は
、
一
般
機
械
と
輸
送
機
械
は
〇
七
年
ま
で
、
電
気
機
械
は
〇
八
年
ま
で
増
加
を
続
け
、
そ
の
後
は
大
き
く
減
少
し
た
。
全
国
で
は
一
般
機
械
、
電
気
機
械
、
輸
送
機
械
と
も
に
一
割
ほ
ど
の
減
少
に
対
し
、
本
県
で
は
一
般
機
械
は
三
割
も
減
少
し
、
輸
送
機
械
は
二
割
近
く
の
減
少
と
な
っ
た
?
表
５
?。
?表５>機械工業３部門の従業者数（４人以上事業所)
全 国（1,000人) 佐 賀 県（人)
2006年 07 08 09 2006年 07 08 09
一般機械 1,015 1,064 1,218 1,080 6,847 7,224 6,655 5,020
電気機械 1,286 1,341 1,272 1,157 9,016 8,822 9,226 8,645
輸送機械 990 1,050 1,030 948 3,746 4,084 3,617 3,371
「工業統計」による。
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第
二
節
製
造
業
主
要
業
種
の
推
移
佐
賀
県
に
お
け
る
製
造
業
主
要
業
種
の
推
移
を
「
事
業
所
統
計
」
に
よ
る
従
業
者
数
を
も
と
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
?１
?
軽
工
業
分
野
食
品
製
造
は
生
活
関
連
業
種
の
典
型
で
あ
り
、
安
全
性
重
視
に
よ
り
輸
入
も
少
な
い
た
め
、
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
も
安
定
し
た
推
移
を
た
ど
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
畜
産
品
、
水
産
品
、
調
味
料
、
パ
ン
、
菓
子
、
そ
の
他
食
品
（
め
ん
類
、
冷
凍
食
品
、
惣
菜
）、
飲
料
（
酒
?
茶
、
清
涼
飲
料
他
）
で
あ
る
が
、
佐
賀
県
で
は
畜
産
品
（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
、
乳
酸
菌
飲
料
他
）、
水
産
品
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
。
地
場
産
業
と
し
て
の
集
積
は
神
埼
そ
う
め
ん
、
小
城
羊
か
ん
で
み
ら
れ
、
二
〇
〇
一
｜
〇
六
年
に
は
惣
菜
製
造
、
冷
凍
食
品
製
造
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
繊
維
産
業
は
輸
入
品
依
存
に
よ
り
一
九
八
〇
年
代
か
ら
減
少
を
た
ど
り
九
〇
年
代
に
は
大
き
く
減
少
し
た
。
衣
服
は
八
〇
年
代
ま
で
は
健
在
で
あ
っ
た
が
、
九
〇
年
代
以
降
は
輸
入
品
急
増
に
よ
り
大
き
く
減
少
し
た
。
本
県
の
衣
服
製
造
業
は
七
二
年
三
千
人
か
ら
九
一
年
に
は
八
千
人
以
上
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
降
は
輸
入
浸
透
度
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
大
き
く
減
少
し
、
二
〇
〇
六
年
に
は
三
千
人
弱
と
な
っ
た
。
木
製
品
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
外
材
輸
入
増
で
減
少
を
た
ど
り
、
九
〇
年
代
以
降
は
大
き
な
減
少
と
な
っ
た
。
家
具
は
八
〇
年
代
は
横
ば
い
で
推
移
し
た
が
、
九
〇
年
代
以
降
は
輸
入
増
に
よ
っ
て
減
少
を
た
ど
っ
た
。
全
国
の
家
具
産
業
は
八
一
年
三
五
・
七
万
人
↓
九
一
年
三
二
・
五
万
人
か
ら
〇
六
年
一
八
・
三
万
人
へ
半
減
し
た
。
佐
賀
県
で
も
八
一
年
二
四
〇
〇
人
か
ら
九
一
年
二
七
〇
〇
人
へ
増
加
し
た
の
ち
〇
六
年
は
一
三
〇
〇
人
へ
半
減
し
た
。
本
県
の
家
具
産
業
は
大
川
家
具
か
ら
派
生
し
て
諸
富
町
に
集
中
し
て
い
る
。
本
県
は
紙
パ
ル
プ
で
は
段
ボ
ー
ル
箱
製
造
な
ど
の
立
地
が
み
ら
れ
る
。
出
版
印
刷
業
は
景
気
変
動
に
連
動
す
る
業
種
で
あ
り
、
八
〇
年
代
は
増
加
し
た
が
九
〇
年
代
以
降
は
減
少
と
な
っ
た
。
ま
た
大
都
市
型
業
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
県
の
従
業
者
数
の
全
国
比
は
〇
・
三
％
地域経済の展開と製造業・サービス業
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に
と
ど
ま
る
。
?２
?
素
材
型
工
業
佐
賀
県
の
化
学
工
業
は
好
不
況
に
左
右
さ
れ
な
い
医
薬
品
製
造
が
中
心
で
あ
り
、
ゴ
ム
製
品
（
タ
イ
ヤ
、
ベ
ル
ト
他
）
で
も
鳥
栖
圏
へ
の
立
地
が
み
ら
れ
る
。
窯
業
・
土
石
は
セ
メ
ン
ト
、
ガ
ラ
ス
、
陶
器
、
石
工
品
が
中
心
で
あ
り
、
民
間
設
備
投
資
、
公
共
事
業
停
滞
の
な
か
減
少
し
て
き
た
。
本
県
で
は
窯
業
土
石
従
業
者
数
の
三
分
の
二
以
上
が
陶
器
製
造
で
あ
り
、
そ
れ
は
伊
万
里
圏
に
集
中
し
て
い
る
。
陶
器
は
全
国
で
九
一
年
一
一
・
六
万
人
か
ら
〇
六
年
六
・
二
万
人
へ
減
少
し
て
い
る
が
、
本
県
で
は
こ
の
間
九
千
人
強
か
ら
四
千
人
弱
へ
大
き
く
減
少
し
た
。
金
属
製
品
は
建
設
用
鉄
骨
、
ド
ラ
ム
缶
、
金
物
、
食
器
、
く
ぎ
、
ね
じ
、
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
な
ど
で
あ
る
が
、
建
設
用
材
料
が
最
大
の
分
野
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
の
増
加
を
経
て
、
九
〇
年
代
以
降
は
公
共
投
資
、
民
間
設
備
投
資
の
縮
小
に
よ
っ
て
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。
建
設
用
金
属
製
品
（
鉄
骨
他
）
製
造
は
九
一
年
か
ら
〇
六
年
に
全
国
で
四
三
・
八
万
人
か
ら
二
九
・
八
万
人
へ
、
本
県
で
二
〇
〇
〇
人
か
ら
一
二
〇
〇
人
へ
減
少
し
た
。
?３
?
機
械
工
業
?
表
６
?は
機
械
工
業
従
業
者
の
推
移
を
全
国
と
佐
賀
県
で
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
機
械
は
全
国
で
は
九
一
年
一
四
一
万
人
か
ら
〇
六
年
一
一
四
万
人
へ
二
割
近
く
の
減
少
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
一
般
産
業
機
械
、
特
殊
産
業
機
械（
半
導
体
製
造
装
置
な
ど
）、
金
属
加
工
機
械
、
事
務
用
・
サ
ー
ビ
ス
用
機
器
、
そ
の
他
の
機
械
・
部
品
（
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
金
型
な
ど
）
か
ら
な
る
。
九
〇
年
代
以
降
は
民
間
設
備
投
資
停
滞
を
反
映
し
て
全
国
で
は
い
ず
れ
の
業
種
も
減
少
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
佐
賀
県
で
は
一
般
機
械
小
計
で
九
一
年
五
〇
〇
〇
人
か
ら
〇
六
年
五
七
〇
〇
人
へ
増
加
し
て
お
り
、
一
般
産
業
機
械
、
特
殊
産
業
機
械
、
そ
の
他
機
械
・
部
品
が
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
本
県
で
は
一
般
機
械
の
ウ
ェ
イ
ト
が
低
か
っ
た
が
、
九
〇
年
代
以
降
に
半
導
体
製
造
装
置
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
金
型
と
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い
う
新
分
野
で
増
加
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
電
気
機
械
も
一
九
九
〇
年
代
以
降
全
国
で
は
設
備
投
資
の
停
滞
と
海
外
移
転
加
速
化
に
よ
っ
て
、
九
一
年
二
三
三
万
人
か
ら
〇
六
年
一
五
五
万
人
へ
三
分
の
二
へ
の
大
幅
減
少
と
な
っ
た
が
、
本
県
は
こ
の
時
期
に
一
・
一
万
人
か
ら
〇
・
九
五
万
人
へ
横
ば
い
を
維
持
し
て
い
る
。
佐
賀
県
は
民
生
用
電
機
（
家
電
）、
電
子
通
信
機
器
の
ウ
ェ
イ
ト
が
低
く
、
電
子
部
品
デ
バ
イ
ス
、
そ
の
他
電
機
（
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ
な
ど
）
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、
九
〇
年
代
以
降
は
そ
の
他
電
機
が
増
加
、
電
子
部
品
デ
バ
イ
ス
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
家
電
、
電
子
通
信
機
器
と
い
う
完
成
製
品
に
つ
い
て
は
九
〇
年
代
よ
り
海
外
移
転
が
顕
著
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
電
気
機
器
製
造
業
の
雇
用
は
か
な
り
減
少
し
た
。
佐
賀
県
で
は
こ
れ
ら
完
成
製
品
の
ウ
ェ
イ
ト
が
低
く
国
内
に
残
っ
た
部
品
生
産
と
産
業
用
重
電
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
か
っ
た
た
め
、
電
気
機
械
部
門
の
雇
用
が
横
ば
い
で
維
持
さ
れ
た
と
い
え
る
。
輸
送
用
機
械
で
は
全
国
で
は
九
一
年
一
一
九
万
人
か
「事業所統計」による。
1,2351,1871,475159157215金属加工機械
1,5141,5101,423264271309特殊産業機械
1,4201,0821,190307323373一般産業機械
06年01年91年06年2001年1991年
佐 賀 県（人）全 国（1,000人）
?表６>機器工業従業者数の推移
事務用サービス用機器 199 142 133 255 72 171
その他機械部品 311 275 276 650 1,123 1,367
8561,1431,773387496732電子通信機器
308166296132163221民生用電気機器
一般機械小計 1,407 1,168 1,139 4,993 4,974 5,707
重電機器 524 370 341 2,793 2,394 2,742
2,2691,194121907860974自動車・同附属品
9,51910,26210,8241,5471,8292,325電気機器小計
電子部品・デバイス 786 711 616 4,029 3,910 3,157
その他電気機器 62 89 71 1,933 2,649 2,456
1,9001,4031,3257881114船舶製造・修理
その他輸送用機器 104 85 89 750 331 30
輸送用機器小計 1,192 1,026 1,074 2,196 2,928 4,199
地域経済の展開と製造業・サービス業
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ら
〇
六
年
一
〇
七
万
人
へ
と
微
減
の
な
か
、
本
県
で
は
九
一
年
二
二
〇
〇
人
か
ら
〇
六
年
四
二
〇
〇
人
へ
二
千
人
の
雇
用
増
を
達
成
し
て
い
る
。
造
船
に
つ
い
て
は
本
県
で
は
木
造
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
船
を
も
含
め
て
も
と
も
と
一
定
の
集
積
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
自
動
車
に
つ
い
て
は
九
〇
年
代
以
降
県
内
へ
の
自
動
車
部
品
工
場
の
進
出
に
よ
る
大
き
な
雇
用
増
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
三
節
圏
域
別
の
検
討
（
１
?
圏
域
別
の
特
徴
?事
業
所
統
計
」で
は
佐
賀
県
を
五
つ
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
た
集
計
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
製
造
業
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る?
表
７
?。
製
造
業
従
業
者
数
は
二
〇
〇
一
年
ま
で
は
佐
賀
圏
が
最
大
で
あ
っ
た
が
二
〇
〇
六
年
に
は
鳥
栖
圏
が
最
大
と
な
っ
て
い
る
。
唐
津
・
東
松
圏
で
は
食
品
・
衣
服
な
ど
軽
工
業
が
四
分
の
三
を
占
め
、
伊
万
里
・
北
松
圏
と
鳥
栖
圏
で
は
素
材
型
工
業
が
三
分
の
一
を
占
め
る
。
機
械
工
業
従
業
者
数
は
鳥
栖
圏
と
佐
賀
圏
は
五
千
人
台
、
杵
藤
圏
と
伊
万
里
・
北
松
圏
は
四
千
人
台
と
な
っ
て
い
る
。
佐
賀
圏
（
佐
賀
市
、
多
久
市
、
佐
賀
郡
、
小
城
郡
、
神
埼
郡
）
は
、
伝
統
的
な
そ
う
め
ん
、
羊
か
ん
、
和
菓
子
、
水
産
物
漬
物
な
ど
食
品
関
連
地
場
産
業
が
あ
り
、
ま
た
県
庁
所
在
都
市
を
含
む
こ
と
か
ら
印
刷
業
が
多
く
、
重
電
・
金
属
製
品
で
は
地
場
有
力
企
業
が
あ
り
、
電
気
機
械
、
自
動
車
部
品
、
一
般
機
械
の
展
開
も
み
ら
れ
る
。
鳥
栖
圏
（
鳥
栖
市
、
三
養
基
郡
）
は
交
通
の
要
衝
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
工
場
立
地
は
最
も
活
発
で
あ
り
、
電
気
機
械
、
一
般
機
械
の
従
業
者
数
は
佐
賀
圏
を
上
回
り
、
医
薬
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
容
器
、
部
品
他
）、
ゴ
ム
製
品
（
タ
イ
ヤ
、
ベ
ル
ト
他
）
の
地
元
有
力
企
業
が
あ
り
畜
産
品
（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
他
）
も
展
開
し
て
い
る
。
杵
藤
圏
（
鹿
島
市
、
武
雄
市
、
杵
島
郡
、
藤
津
郡
）
は
旧
産
炭
地
を
含
み
、
衣
服
、
電
気
機
械
、
自
動
車
部
品
な
ど
進
出
企
業
の
展
開
が
あ
る
。
唐
津
・
東
松
圏
は
食
品
（
水
産
物
他
）、
衣
服
が
中
心
で
、
伊
万
里
・
北
松
圏
は
造
船
、
陶
器
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
。
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?表７>圏域別にみた製造業従業者数の推移（人）
佐 賀 圏
1981年
食料・たばこ 5,158
繊維・衣服 2,645
木製品家具・紙パルプ 3,242
出版印刷 1,210
化学・石油製品 193
プラスチック・ゴム製品 724
皮革・土石製品 2,323
鉄・非鉄金属 463
金属製品 1,548
一般機械 1,455
電気機械 2,333
輸送機械 128
精密機械他 527
製造業計 21,949 23,633 19,211 17,666 14,464 19,116 18,421 18,924 13,397 15,222 13,011 11,163
8,858 9,353 7,359 6,688 12,963 13,961 10,417 10,445
541 818 899 140 492 366 273 475 598 542 300
94 122 161 146 37 48 111 102
174 557 821 707 727 289 450 328 279 711 836
159 89 118 105 1,046 927 1,253 1,987
3,358 2,651 2,384 1,458 3,083 3,024 2,679 1,357 2,762 2,632 2,445
318 422 282 203 193 1,199 1,673 1,808
1,653 1,296 1,335 857 1,360 1,936 2,475 628 935 903 965
721 788 545 561 246 257 294 371
1,598 1,367 1,306 1,183 1,720 1,761 1,729 308 552 149 156
163 189 118 109 114 429 298 359
401 254 172 271 351 597 637 914 210 277 303
31 29 27 43 42 156 49 59
1,706 1,158 835 921 567 426 333 2,847 2,727 1,953 1,476
577 514 343 223 7,679 7,029 3,896 3,160
1,043 773 863 2,560 2,797 2,828 2,195 291 234 287 324
330 246 185 186 41 86 88 97
201 249 378 1,293 1,866 1,344 1,213 470 453 346 307
46 58 23 34 163 157 118 116
1,462 1,596 1,001 108 257 179 158 281 312 228 196
161 135 113 65 190 269 210 167
3,510 2,210 1,804 1,463 1,602 1,231 1,268 1,056 664 517 323
582 447 252 240 1,579 1,115 737 656
2,265 1,114 733 885 818 297 244 2,187 3,439 2,041 1,281
2,058 2,687 1,340 1,253 841 1,351 563 373
5,721 5,168 5,135 2,618 3,476 4,143 5,270 2,255 2,057 2,425 2,251
3,618 3,627 3,852 3,520 792 938 1,127 1,190
91年 2001年 06年 81年 91年 01年 06年 81年 91年 01年 06年
81年 91年 01年 06年 81年 91年 01年 06年
鳥 栖 圏 杵 藤 圏
唐津・東松圏 伊万里・北松圏
「事業所統計」より作成。
2006年は出版・新聞は産業分類変更により除外。
製造業計
精密機械他
輸送機械
電気機械
一般機械
金属製品
鉄・非鉄金属
皮革・土石製品
プラスチック・ゴム製品
化学・石油製品
出版印刷
木製品家具・紙パルプ
繊維・衣服
食料・たばこ
地域経済の展開と製造業・サービス業
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?２
?
圏
域
別
に
み
た
推
移
次
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
圏
域
別
製
造
業
の
推
移
を
概
括
し
て
み
よ
う
。
佐
賀
県
の
製
造
業
従
業
者
は
一
九
八
一
年
七
・
一
六
万
人
か
ら
九
一
年
八
・
一
三
万
人
へ
増
加
し
た
が
、
圏
域
別
に
は
交
通
の
要
衝
に
位
置
す
る
鳥
栖
圏
域
が
一
・
四
五
万
人
か
ら
一
・
九
一
万
人
へ
最
大
の
伸
び
と
な
り
、
九
〇
年
代
以
降
は
製
造
業
が
減
少
を
た
ど
る
な
か
で
鳥
栖
圏
は
〇
六
年
一
・
八
九
万
人
と
横
ば
い
を
維
持
し
て
い
る
。
業
種
別
に
は
、
食
料
品
製
造
は
鳥
栖
圏
で
の
増
加
（
畜
産
食
品
他
）
が
著
し
い
。
衣
服
製
造
は
八
〇
年
代
に
杵
藤
、
伊
万
里
北
松
、
唐
津
東
松
で
増
加
が
み
ら
れ
た
が
、
輸
入
品
急
増
に
よ
り
九
〇
年
代
以
降
は
ど
の
圏
域
で
も
急
減
し
た
。
家
具
は
佐
賀
圏
に
集
中
し
て
お
り
八
〇
年
代
に
一
定
の
増
加
が
み
ら
れ
た
が
、
九
〇
年
代
以
降
は
輸
入
品
に
お
さ
れ
大
き
く
減
少
し
た
。
伊
万
里
北
松
に
集
中
す
る
陶
器
は
九
〇
年
代
以
降
大
き
く
減
少
し
た
。
こ
れ
は
需
要
そ
の
も
の
の
減
少
に
よ
る
。
一
般
機
械
は
、
九
〇
年
代
以
降
に
佐
賀
圏
で
の
大
き
な
減
少
に
対
し
、
鳥
栖
圏
で
は
成
長
分
野
で
あ
る
半
導
体
製
造
装
置
な
ど
の
立
地
に
よ
り
大
き
な
増
加
と
な
っ
た
。
電
気
機
械
で
は
、
九
〇
年
代
以
降
に
佐
賀
圏
の
大
き
な
減
少
に
対
し
、
シ
リ
コ
ン
ウ
ェ
ハ
、
電
子
部
品
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
製
造
工
場
が
立
地
し
た
伊
万
里
北
松
圏
は
増
加
し
、
鳥
栖
圏
、
杵
藤
圏
は
横
ば
い
を
維
持
し
て
い
る
。
輸
送
機
械
に
つ
い
て
は
、
九
〇
年
代
以
降
に
佐
賀
圏
、
杵
藤
圏
、
伊
万
里
北
松
圏
で
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
自
動
車
部
品
下
請
工
場
の
立
地
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
藤
原
貞
雄
『
日
本
自
動
車
産
業
の
地
域
特
性
』（
二
〇
〇
六
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
）
は
、
自
動
車
産
業
の
集
積
を
そ
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、
愛
知
型
集
積
、
大
都
市
型
集
積
、
広
域
圏
型
集
積
に
類
型
化
し
、
九
州
地
方
で
の
集
積
を
、
本
社
か
ら
遠
く
離
れ
た
遠
隔
型
分
工
場
を
ハ
ブ
と
す
る
広
域
圏
?
型
に
位
置
づ
け
る
。
こ
れ
は
本
社
工
場
を
ハ
ブ
と
し
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
相
当
数
あ
る
広
域
圏
?
型
と
比
べ
る
と
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
数
は
少
な
い
。
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第
四
節
佐
賀
県
サ
ー
ビ
ス
業
の
展
開
?１
?
佐
賀
県
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
特
徴
わ
が
国
の
地
域
開
発
は
工
場
誘
致
を
軸
に
展
開
さ
れ
、
佐
賀
県
で
も
工
場
誘
致
に
よ
る
製
造
業
の
拡
大
が
地
域
経
済
を
牽
引
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
雇
用
吸
収
の
面
で
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
二
年
の
産
業
分
類
改
訂
に
よ
り
、
旧
分
類
で
の
大
分
類
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
は
、
情
報
通
信
、
飲
食
宿
泊
業
、
医
療
福
祉
、
教
育
学
習
支
援
、
複
合
サ
ー
ビ
ス
に
分
割
さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
「
事
業
所
統
計
」
の
集
計
は
こ
の
分
類
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
時
系
列
で
の
比
較
の
た
め
そ
れ
を
旧
分
類
の
大
分
類
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
に
組
み
替
え
て
検
討
す
る
。
こ
の
組
み
替
え
基
準
は
本
誌
四
〇
巻
五
号
所
収
の
拙
論
で
示
し
て
い
る
。
全
国
の
サ
ー
ビ
ス
業
従
業
者
数
は
一
九
八
一
年
一
〇
五
五
万
人
か
ら
二
〇
〇
六
年
一
九
四
七
万
人
へ
一
・
八
五
倍
に
対
し
、
佐
賀
県
は
七
・
七
〇
万
人
か
ら
一
二
・
六
六
万
人
へ
一
・
六
四
倍
へ
の
増
加
で
あ
る
。
機
能
別
に
み
る
と
、
全
国
で
は
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
一
・
三
三
倍
（
一
三
〇
万
人
↓
一
七
三
万
人
）、
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
一
・
七
〇
倍
（
一
五
三
万
人
↓
二
六
〇
万
人
）、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
二
・
三
一
倍
（
二
六
八
万
人
↓
六
二
〇
万
人
）、
公
共
サ
ー
ビ
ス
一
・
七
七
倍
（
五
〇
四
万
人
↓
八
九
三
万
人
）
と
な
っ
た
が
、
佐
賀
県
で
は
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
一
・
三
四
倍
（
〇
・
八
三
万
人
↓
一
・
一
一
万
人
）、
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
一
・
五
〇
倍
（
一
・
〇
〇
万
人
↓
一
・
五
〇
万
人
）、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
一
・
五
〇
倍
（
一
・
八
九
万
人
↓
二
・
八
三
万
人
）、
公
共
サ
ー
ビ
ス
一
・
八
一
倍
（
三
・
九
八
万
人
↓
七
・
二
二
万
人
）
に
な
っ
た
?
表
８
?。
佐
賀
県
で
は
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
の
伸
び
率
が
低
く
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
伸
び
率
は
い
く
ぶ
ん
高
い
の
で
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
従
業
者
数
の
構
成
比
を
み
て
も
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
全
国
四
六
％
に
対
し
佐
賀
県
五
七
％
と
高
く
、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
は
全
国
三
二
％
に
対
し
佐
賀
県
は
二
二
％
と
低
い
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ェ
イ
ト
の
高
さ
と
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
の
ウ
ェ
イ
ト
の
低
さ
は
地
方
圏
に
共
通
す
る
傾
向
で
あ
り
、
こ
れ
は
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
が
大
都
市
型
業
種
が
多
い
こ
と
に
よ
る
。
地域経済の展開と製造業・サービス業
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全
国
の
推
移
を
み
る
と
、
一
九
八
一
｜
九
一
年
に
は
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
が
一
七
一
万
人
増
（
二
六
八
万
人
↓
四
三
九
万
人
）
と
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
一
二
三
万
人
増
（
五
〇
四
万
人
↓
六
二
七
万
人
）
を
上
回
り
、
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
も
九
三
万
人
増
（
一
五
三
万
人
↓
二
四
六
万
人
）
と
大
き
く
伸
び
た
が
、
九
一
｜
二
〇
〇
一
年
に
は
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
微
増
に
と
ど
ま
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
一
五
三
万
人
増
（
六
二
七
万
人
↓
七
八
〇
万
人
）
と
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
一
一
二
万
人
増
（
四
三
九
万
人
↓
五
五
一
万
人
）
を
上
回
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
一
｜
〇
六
年
に
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
一
一
三
万
人
増（
七
八
〇
万
人
↓
八
九
三
万
人
）、
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
六
九
万
人
増
（
五
五
一
万
人
↓
六
二
〇
万
人
）
で
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
横
ば
い
と
な
っ
た
。
全
国
で
み
れ
ば
、
バ
ブ
ル
期
を
含
む
一
九
八
〇
年
代
に
は
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
で
の
増
加
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
の
増
加
を
上
回
り
、
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
も
大
き
く
伸
び
た
の
で
あ
る
が
、
長
期
不
況
と
高
齢
化
進
展
の
九
〇
年
代
以
降
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
の
増
加
が
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
で
の
増
加
を
上
回
り
、
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
は
停
滞
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
佐
賀
県
で
は
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
以
降
を
と
お
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
主
導
で
サ
ー
ビ
ス
業
の
成
長
が
す
す
ん
だ
。
佐
賀
県
サ
ー
ビ
ス
業
の
業
種
別
従
業
者
数
推
移
（
一
九
八
一
｜
二
〇
〇
六
年
）
を
?
表
９
?
に
示
し
て
お
く
。
な
お
全
国
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
本
誌
四
〇
巻
五
号
掲
載
の
拙
論
を
み
ら
れ
た
い
。
?２
?
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
洗
濯
業
と
美
容
業
で
雇
用
が
大
き
く
伸
び
た
。
洗
濯
業
の
伸
び
は
取
次
店
の
増
加
と
病
院
等
対
象
の
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
業
の
増
「事業所統計」による。分類基準は?表９>による。
893＋113780＋153627＋123504722＋86636＋145491＋93398公共サービス
620＋69551＋112439＋171268283＋16267＋45222＋33189対 事 業 所サ ー ビ ス
261＋1260＋14246＋93153150－25175＋27148＋48100余 暇 関 連サ ー ビ ス
173±0173＋23150＋20130111－2113＋13100＋1783生 活 関 連サ ー ビ ス
1,947＋1831,764＋3031,461＋4061,0551,266＋751,191＋230961＋191770サービス業計
2006増減2001増減1991増減19812006増減2001増減1991増減1981
全 国（万人)佐 賀 県（百人)
?表８>サービス業従業者数の推移
66
佐賀大学経済論集 第44巻第２号
「事業所統計」による。
5,1585,4605,7295,4204,068宗教・各種団体等
9,0786,0942,6641,352813（うち老人福祉）
18,97411,3068,3146,1204,566社会保険・社会福祉
17,66517,17617,03616,72914,943教育・学術研究機関
2,5532,3272,0341,5381,047廃棄物処理
27,83427,33123,46919,29215,197医療保健
72,18463,60056,58249,09939,821公共サービス小計
2,6423,0473,2653,1183,087
1,1721,1251,0831,004832⎧
⎨
⎩
法務財務会計サービス
土木建築サービス
5,2615,2475,2294,9284,374専門サービス
5,9803,0302,0411,496656
2,5921,6421,646887882
3,3203,6663,0952,4181,473⎧
?⎨
?⎩
建物サービス
警備業
他に分類されない事業サービス
12,2338,7167,2925,1623,206その他の事業サービス
352337467461186広 告
1,2681,1521,085670327情報サービス調査
5,5996,3207,1576,6166,307協同組合
745672694719579機械等修理
2,9963,2063,2582,9033,364自動車整備
503436473389322放 送
702647623334208各種物品・機器賃貸
28,25526,73326,27822,18218,873対事業所サービス小計
1,4511,5131,4431,074288（うち学習塾）
2,8852,9142,5592,052904個人教授所
2,3432,7492,6702,1551,047
1,9351,9562,2301,559803
4981,4891,4531,6711,590⎧
?⎨
?⎩
競輪・競馬等
スポーツ施設提供（ゴルフ場など)
遊戯場（パチンコ店など）
5,6877,5207,7016,2923,782映画業・娯楽業
5,6856,1726,7895,8774,867旅館その他宿泊所
751854814617426自動車娯楽用品その他賃貸
15,00017,46017,86314,8389,979余暇関連サービス小計
293390488474332駐車場
2,5362,6502,1442,1621,847その他の個人サービス
3,1342,9082,7482,4462,093
1,8982,0171,9971,9511,965
2,7272,9632,7722,5211,656⎧
?⎨
?⎩
洗濯業
理 容
美 容
8,3008,2648,0637,3846,123洗濯理容浴場業
11,12911,30410,69510,0208,302生活関連サービス小計
126,568119,097111,41896,13976,975サービス業計
20062001199619911981年
?表９>佐賀県サービス業従業者数の推移（人）
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加
に
よ
る
。
美
容
業
、
洗
濯
業
と
も
に
県
内
で
三
千
名
ほ
ど
の
雇
用
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
個
人
サ
ー
ビ
ス
の
伸
び
は
、
葬
祭
業
、
代
行
運
転
の
増
加
に
よ
る
。
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
代
表
業
種
で
あ
る
旅
館
宿
泊
業
は
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
五
千
人
か
ら
七
千
人
へ
二
千
人
の
雇
用
増
と
な
っ
た
が
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
は
長
期
不
況
の
な
か
減
少
し
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
場
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
八
〇
年
代
に
雇
用
が
倍
増
し
九
〇
年
代
半
ば
に
は
二
千
人
を
こ
え
る
業
種
に
な
っ
た
が
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
遊
戯
場
は
八
〇
年
代
に
一
千
人
か
ら
二
千
人
の
業
種
へ
発
展
し
、
九
〇
年
代
も
雇
用
増
が
続
い
た
が
、
そ
の
後
は
投
資
競
争
激
化
で
雇
用
は
減
少
し
て
い
る
。
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
八
〇
年
代
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
全
国
的
な
合
理
化
に
よ
っ
て
雇
用
は
三
分
の
一
に
減
少
し
た
。
個
人
教
授
所
の
雇
用
は
二
千
人
増
加
（
九
〇
〇
↓
二
九
〇
〇
人
）
し
て
お
り
学
習
塾
が
そ
の
半
分
を
占
め
る
。
余
暇
関
連
サ
ー
ビ
ス
従
業
者
は
九
六
年
一
・
八
万
人
か
ら
二
〇
〇
六
年
一
・
五
万
人
へ
減
少
し
た
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
宿
泊
業
、
パ
チ
ン
コ
店
で
の
雇
用
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
?３
?
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
の
従
業
者
数
は
八
一
年
一
・
九
万
人
か
ら
〇
六
年
二
・
八
万
人
へ
一
万
人
近
く
も
増
加
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
人
材
派
遣
・
請
負
な
ど
「
他
に
分
類
さ
れ
な
い
事
業
サ
ー
ビ
ス
」
が
七
百
人
か
ら
六
千
人
へ
最
大
の
増
加
と
な
り
、
ま
た
建
物
サ
ー
ビ
ス
（
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
も
一
五
〇
〇
人
か
ら
三
三
〇
〇
人
へ
、
警
備
業
も
九
〇
〇
人
か
ら
二
六
〇
〇
人
へ
急
増
し
た
。
こ
れ
ら
三
業
種
を
中
心
と
し
た
「
そ
の
他
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
」
の
雇
用
は
八
一
年
三
二
〇
〇
人
か
ら
〇
六
年
一
二
二
〇
〇
人
へ
九
千
人
増
加
で
四
倍
近
く
へ
の
急
増
で
あ
り
、
佐
賀
県
の
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
雇
用
の
四
三
％
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
は
人
件
費
削
減
に
貢
献
す
る
外
注
化
関
連
の
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
本
県
で
の
企
業
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
は
こ
れ
ら
に
集
中
し
て
い
る
。
な
お
県
内
で
の
最
近
の
警
備
業
、
ビ
ル
メ
ン
業
の
増
加
は
大
型
店
の
増
加
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
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対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
の
雇
用
増
は
全
国
で
は
、
外
注
化
関
連
の「
そ
の
他
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
」（
八
一
年
六
三
万
人
↓
〇
六
年
二
七
九
万
人
）
と
並
ん
で
知
識
集
約
型
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
調
査
・
広
告
・
放
送
・
リ
ー
ス
業
（
八
一
年
三
九
万
人
↓
〇
六
年
一
五
一
万
人
）
で
も
著
し
い
。
後
者
は
大
都
市
集
中
、
中
央
集
中
型
で
あ
り
、
佐
賀
県
で
の
そ
の
雇
用
は
わ
ず
か
（
八
一
年
一
〇
〇
〇
人
↓
〇
六
年
三
四
〇
〇
人
）
で
あ
る
。
知
識
集
約
型
の
代
表
で
あ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
調
査
業
の
全
国
の
従
業
者
数
は
八
一
年
一
八
・
五
万
人
か
ら
〇
六
年
一
〇
五
・
三
万
人
へ
五
・
七
倍
に
急
増
し
た
が
、
佐
賀
県
で
は
三
三
〇
人
か
ら
一
二
〇
〇
人
へ
三
・
六
倍
に
と
ど
ま
り
、
〇
六
年
の
対
全
国
比
は
〇
・
一
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、
法
務
財
務
会
計
サ
ー
ビ
ス
、
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
、
機
械
設
計
な
ど
の
専
門
サ
ー
ビ
ス
は
資
格
取
得
を
も
と
に
独
立
開
業
可
能
な
分
野
を
多
く
含
ん
で
い
る
が
、
全
国
で
八
一
年
七
四
万
人
か
ら
〇
六
年
一
一
七
万
人
へ
一
・
五
八
倍
へ
の
増
加
に
対
し
、
本
県
で
は
四
四
〇
〇
人
か
ら
五
三
〇
〇
人
へ
一
・
二
〇
倍
に
と
ど
ま
り
〇
六
年
の
対
全
国
比
は
〇
・
四
％
に
と
ど
ま
る
。
測
量
・
建
築
設
計
等
の
土
木
建
築
サ
ー
ビ
ス
は
九
〇
年
代
末
よ
り
公
共
事
業
縮
小
・
住
宅
建
設
減
少
に
よ
り
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
?４
?
公
共
サ
ー
ビ
ス
公
共
サ
ー
ビ
ス
従
業
者
は
佐
賀
県
で
は
八
一
年
四
・
〇
万
人
か
ら
〇
六
年
七
・
二
万
人
へ
三
万
人
以
上
の
増
加
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
医
療
保
健
は
一
・
五
二
万
人
か
ら
二
・
七
八
万
人
へ
一
・
二
六
万
人
の
雇
用
増
、
社
会
保
険
・
社
会
福
祉
は
〇
・
四
六
万
人
か
ら
一
・
九
〇
万
人
へ
一
・
四
四
万
人
の
雇
用
増
で
あ
り
、
後
者
の
う
ち
老
人
福
祉
は
八
〇
〇
人
か
ら
九
一
〇
〇
人
へ
八
三
〇
〇
人
の
増
加
で
あ
る
。
〇
一
｜
〇
六
年
に
医
療
は
横
ば
い
、
老
人
福
祉
が
急
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
旧
産
業
分
類
で
は
医
療
に
含
ま
れ
て
い
た
老
人
保
健
施
設
が
新
分
類
で
は
老
人
福
祉
に
移
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
教
育
学
術
研
究
機
関
は
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
微
増
で
あ
っ
た
が
、
少
子
化
を
反
映
し
て
そ
れ
以
降
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
廃
棄
物
処
理
は
エ
コ
志
向
強
ま
り
の
な
か
、
こ
の
二
五
年
間
で
雇
用
は
二
・
五
倍
に
増
加
し
た
。
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